
7徳之島の貝類

(1)海の貝

徳之島の海岸はリーフや礁湖が発達しているが奄美大島に比べ海岸線がやや単調であり，住ん

でいる貝も特記すべきものはない。今回の現地調査期間はは8月8日午後から12日午前中の4日

間だったので，海の調査に1日，山や川に3日当てた｡

①今回(1995)の調査記録

8月1旧午前中，井之川，下久志海岸で調査。イシダタミアマオブネ，コシタカアマガイのほ

かオニヒザラガイ，リユウキユウヒザラガイなどを採集した。下久志ではヒメカノコ，イトカケ

ヘナタリ，マクガイ，コベニフデ，クチムラサキサンゴヤドリ，コガモガイ，マルアマオブネ，

オレンジヘビガイほか36種を確認した。また，転石の下からニシキヒザラガイに似たアヤヒザラ

ガイ属の一種Lucilinasp.を採集した。この貝はその後1995年10月，奄美大島須野でも見つかっ

ている。午後，亀津にて珍希種ハテナクリムシ，ナノハナガイを採集した。

8月12日，徳之島町山，金見の陸貝調査の後，金見海岸でヘリトリムラサキキリオレ，トウガ

タシラサギツブ，モモイロオトメフデ，ナカマクリムシチョウジガイ，イワカワチグサ，ハナマ

ッムシ，ソビエコトッブなどの微小種を採集した。奄美大島，沖永良部島，与論島同様時間をか

けて打上げ貝を調査すれば種数が大幅に増えることは確実である。

②徳之島で発見された海の貝

○クチビロガイLat血〃邸加城戸αMeKuroda&Habe,1991模式産地：伊仙町鹿浦

○ヒロウネチョウジガイLα"ze"机ssoj"αpzLJcIze"αKuroda&Habe,1991

模式産地：伊仙町鹿浦

(2)陸貝

徳之島の陸貝は57種，淡水貝は6種の記録がある。

①徳之島の陸貝研究史の概要

○平瀬与一郎とピルスブリー(Pilsbry,H.A.)

わが国近代貝類研究の先駆者・平瀬与一郎は，採集人を全国に派遣して精力的に貝類の収集

をおこなったが，徳之島へは頼みとする協力者・中田次平が派遣された。中田は1903年(明.36)

12月から翌年(1904)3月にかけて奄美群島各地を巡訪した。徳之島での滞在期間は定かで

はないが，2月まで島内を調査して多大の成果を挙げた。その折の採集品は平瀬ならびにピル

スブリーによって研究され,1904年から1905年にかけて相次いで世界に紹介された。

○東正雄・湊宏（1970）は天城岳産グウドベッコウを研究し，これまでの属Luchuconul-

usを改め新属Takemasaiaを提唱した。

○黒田徳米・湊宏（1981）は丹発山産の個体によって新種チリメンマイマイを記載した。

○湊宏(1980)はケハダシワクチマイマイ（湯湾岳)，コケハダシワクチマイマイ（竜郷町

円）とトクノシマケハダシワクチマイマイ（天城岳）の生殖器を研究して奄美群島産シワクチ

マイマイ属の検索表を作った

○湊宏（1981）は丹発山産のキセルガイを研究し新種トクネニヤダマシギセルを記載した。

②これまでの採集記録

○黒田徳米・菊池典男

1967年2月と8月の2回にわたる調査で39種を報告している。
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○湊宏

1970.12.21～24，天城岳，徳之島町山，井之川岳の調査で17種を報告している。

○行 田 義 三

1972.12.28～29,亀津，下久志，花徳，松原，伊仙，面縄，喜念等まわって15種を採集した。

○魚住賢司・山本愛三・品川和文

1976.12.29～31,亀津，亀徳，浦久，天城岳，丹発山，三京，糸木名，鹿浦を調査して26種を

報告している。

○魚住賢司

1985.5.17,亀津，尾母，松原を調査して5種を報告している。

③今回(1995)の現地調査記録（行田）

8月9日午前中犬田布岳でオオシママイマイ，トクノシマケハダシワクチマイマイ，オオカサ

マイマイ，グウドベッコウ，オオシマギセル，ベッコウマイマイの6種，午後は天城岳でチビノ

ミギセル，オオシマギセル，エダヒダノミギセル，トクノシマケマイマイ，タメトモマイマイ，

トクノシマケハダシワクチマイマイの6種を採集した。そのほか，天城岳では大きなヤマナメク

ジを見つけた。

8月10日，植物班と同行し井之川岳で調査。トクノシマケハダシワクチマイマイ，トクノシマ

ビロウドマイマイ，ミドリマイマイ，チリメンマイマイ，オオシマギセル，グウドベッコウ，ト

クノシマギセル，ヤセオキナワヤマキサゴ，トクノシマヤマタカマイマイ，トクノシマヤマタカ

マイマイ近似種，ザレギセル，ヒルグチギセル，トクノシマケマイマイ，オオヤマタニシ，トク

ノシマアズキガイなど12種を採集した。ヤセオキナワヤマキサゴやミドリマイマイはシロダモ

（クスノキ科）の葉に付いていた。

8月12日午前中，徳之島町金見にて調査。オキナワウスカワマイマイ，チリメンマイマイ，パ

ンダナマイマイ，キカイヤマタニシを採集した。海浜でマキスジコミミガイ1個，ハマオモトの

根元からスナガイ2個を得た。

④本島で特筆される陸貝

ア本島で発見されたもの（18種）●…固有種○…固有亜種

●トクノシマヤマトガイJqpo"jα加加"os/z伽α"αtO伽"os/z航α"αPilsbry&Hirase,1904

ヒメムシオイC7zα"zqjycqe"spz"ws(Pilsbry&Hirase,1904)

トクノシマムシオイCｿzamajycα“s加加"os/z伽α凡ZLStO加刀Cs/,伽α"皿s

(Pilsbry&Hirase,1904)

○トクノシマアズキガイP"pme"a（助pmopsis)os/z加aetO伽"osIz伽α"α

Pilsbry&Hirase,1904

○トクノシマゴマガイDjpjom,marma(S"ccz)JWqmto伽"Cs/z伽a7za

Pilsbry&Hirase,1904

●トクノシマツムガタノミギセルHete/aoz叩妙苑ﾉzypeFPry"(Pilsbry,1905)

チビノミギセルO"goz(zptⅦ/zedleyj(Pilsbry,1905)

●エダヒダノミギセルDicemtOpty%cJqdOPty"(Pilsbry,1905)

○トクノシマギセルLzJcﾉz叩/zαe血sα〃z"γZQtO伽"os/z伽α"a(Pilsbry,1905)

○トクネニヤダマシギセルPﾉZag血sα〃esiopsiscaﾘdα〃sMinato,1981

●トクノシマベッコウMppo"oc〃αmyss幼eZ伽α虹s(Pilsbry&Hirase,1904)
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●チリメンマイマイS"sz"?zq(S"sz"?zα咋邸gosczKuroda&Minato,1981

●トクノシマヤマタカマイマイS"sz"?zq(LzLc"/Zα〃α)to々 ""os/zimα"α

(Pilsbry&Hirase,1904)

●トクノシマビロウドマイマイMppo"ocIzIo沌瓦so6sc'"zJs(Pilsbry&Hirase,1904)

●トクノシマケハダシワクチマイマイMog"e/zdo"fjq("ic/ze"兀)to/e'"zoensZs

Pilsbrv&Hirase,1905

○トクノシマオオベソマイマイAegZs"(AegZs")sqHα〃osqto/ez"zos/zZmα"a(Gould,1859)

○トクノシマケマイマイAegistcz(PIecto"opts)ん虹sMe/zsZsto加凡oUagα

(Pilsbry&Hirase,1905)

ミドリマイマイ"Isﾉzop"tamte"sPilSbry&Hirase,1904

⑤和名に「トクノシマ」または「トク」の付くもの(13種）

トクノシマヤマトガイ，トクノシマムシオイ，トクノシマアズキガイ，トクノシマゴマガイ，

トクノシマツムガタノミギセル，トクノシマギセル，トクネニヤダマシギセル，トクノシマベッ

コウ，トクノシマヤマタカマイマイ，トクノシマビロウドマイマイ，トクノシマケハダシワクチ

マイマイ，トクノシマオオベソマイマイ，トクノシマケマイマイ

(3)淡水産の貝

淡水産は6種の記録があるが，これは奄美大島の26種に比べると非常に少ない。川や田圃，池，

側溝等を精査すれば種数は増えるものと思われる。

① 亀徳 川

亀徳小学校裏の川でイシマキガイ，フネアマガイがたくさん見つかった。

② 鹿浦 川

人家近くの下流でフネアマガイを多数採集した。

人家の池に生えているヒツジグサの裏に殻長0.5cm大のカワコザラを見つけ採集した。

③徳之島町下久志

海岸に地下水が湧出している所でカノコガイ，イシマキガイ，フネアマガイを採集した。

④秋利神川

河口でトウガタカワニナ，また，三京付近の中流域でカワニナを採集した。
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徳之島産陸・淡水貝類目録

ヤマキサゴ科

1．ヤセオキナワヤマキサゴAp加"oco"aUe7､ecz"z"dege7z"(Pilsbry&Hirase,1904)

徳之島［黒田･菊池，湊（山)，行田（井之川岳)]，沖永良部島，与論島

ヤマタニシ科

2．トクノシマヤマトガイcJ"ormto加"Cs肋刀α"αtO伽"os/z航α"αPilsbry&Hirase,1904

徳之島［魚住･山本･品川（天城岳)］

3．オオヤマタニシCbﾉclop肋ﾉWSﾉz"αsejPilSbry,1901奄美大島，加計呂麻島，徳之島

［黒田･菊池,湊（天城岳,井之川岳)，魚住･山本･品川（丹発山)，行田（井之川岳)］

4．キカイヤマタニシのcJop/zo7､"s/e"eczZe7zsjsPilsbry,1902

喜界島，徳之島［魚住･山本･品川(亀津)，行田（金見)］

ムシオイガイ科

5．ヒメムシオイC/za77zqjycqezLspz"'､zJs(Pilsbry&Hirase,1904)徳之島［総目録］

6．トクノシマムシオイC7za77ZqjycczezJStO加刀os/z航α"uStO加刀os/z伽α"us

(Pilsbry&Hirase,1904)与路島，徳之島［黒田･菊池］

アズキガイ科

7．トクノシマアズキガイR4pme"a(apmOPsZs)os/z伽aetO伽"os/2航α"α

Pilsbry&Hirase,1904徳之島［黒田･菊池,行田（井之川岳)]

ゴマガイ科

8．ハラブトゴマガイDjpJo77zmqmz(z(SMc(z)sczgm伽aPilsbry,1901

奄美大島，徳之島［黒田･菊池,魚住･山本･品川（天城岳)］

9．トクノシマゴマガイDjpZoﾉ7Z77Zqt加a(S"ccz)〃atqtO伽"Cs/z伽α"α

Pilsbry&Hirase,1904徳之島［総目録］

10．オオシマゴマカイDjpjomm"ma(Be"jgo"zcz)os/z航aePilsbry,1901

トカラ，奄美大島，徳之島［黒田･菊池，魚住･山本･品川（天城岳)］

クビキレガイ科

ll.クビキレガイル皿"CCZte"αgzJeF加瓦A.&J..B.Villa,1841

小笠原，奄美大島，徳之島［魚住･山本･品川（鹿浦)]，沖永良部島，沖縄
カワザンショウガイ科

12．ヘソカドカイFh加加eZZaj叩o"Zccz(Pilsbry,1901)

本州，四国，九州，徳之島［魚住･山本･品川（鹿浦)］

オカミミガイ科

13．ツヤハマシイノミガイMをjαγ叩us〃α錘sGmgrin,1791小笠原，喜界島，奄美大島，

加計呂麻島，徳之島［魚住･山本･品川（鹿浦)，行田（喜念)榊永良部島与論島，沖縄，台湾

14．ハマシイノミガイMｾjα汎p"scQsm"ezJsMuehlfeld,1816本州，四国，九州，喜界島，

奄美大島，徳之島［魚住･山本･品川（鹿浦)]，沖永良部島，与論島，沖縄

15．スジハマシイノミガイMｾjqmpzJs/tzscjqtqDeshayes,1830

徳之島［魚住･山本･品川（鹿浦)]，沖永良部島，沖縄，台湾

ケシガイ科

16.スジケシガイCtz〃cIzjz"γz〃o血J旅γz"γLReinhardt,1877本州，四国,九州,徳之島[総目録］
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ノミガイ科

17．ノミガイZb7-7zα郷""sboemzgj(Schmacker&Boettger,1891)

本州（伊豆，和歌山)，九州，奄美大島，徳之島［湊（山),行田（松原,伊仙，面縄)]，

沖永良部島，与論島，沖縄，台湾

スナガイ科

18.スナガイGaSt/'､OCopra(SZ"αあれ泓Jcz)""ge7ze"αα'n"ge"e"a(Reinhardt,1877)

本州，四国，九州，トカラ，喜界島，奄美大島，徳之島［行田（松原,面縄,金見)]，

沖永良部島，与論島，沖縄

マキゾメガイ科

19．ヒラドマルナタネガイPZ4pjso77z(z(Stzjpmgo77zcz)ﾉzamuJczReinhardt,1886

本州，四国，九州，徳之島［行田（松原)］

キセルガイモドキ科

20．オオシマキセルガイモドキL哩c伽e"αezJc加沌stqos/z伽α"a(Pilsbry,1902)

喜界島，奄美大島，加計呂麻島，徳之島［黒田･菊池,湊(山),魚住(浦久),行田(伊仙,喜念)］

21．キカイキセルガイモドキLuchuenareticulata(Reeve,1849)

喜界島，奄美大島，徳之島［黒田･菊池]，沖永良部島，与論島，沖縄（本島）

キセルガイ科

22．ノミギセルZqpty”/zypempty"(Pilsbry,1900)

奄美大島，徳之島［行田（下久志)]，沖永良部島，与論島，沖縄（本島，伊平屋島）

23．カゴシマノミギセルZ上城批九"αsei(Pilsbry,1900)

九州（鹿児島)，喜界島，奄美大島，徳之島［湊（松原，山)］

24．キカイノミギセルZ上Mpt抑虎娩aie"sjs(Pilsbry,1905)トカラ，喜界島，奄美大島，

加計呂麻島，徳之島［黒田･菊池，魚住･山本･品川（亀津)，行田（亀津,松原，犬田布岳)］

25．トクノシマツムガタノミギセルHete/'､ozczpty"/zypeF叩ty"(Pilsbry,1905)

徳之島［黒田･菊池,魚住･山本･品川（天城岳)］

26．アマミノミギセルMe"z叩妙""e77zo""z"7z(Pilsbry,1902)

九州（上甑島，阿久根)，トカラ，喜界島，奄美大島，徳之島［黒田･菊池，魚住･山本・

品川（亀津)，行田（亀津,下久志,伊仙，花徳)]，沖永良部島

27．チビノミギセルOZZgozqpt猟九edJeyZ(Pilsbry,1905)トカラ，奄美大島加計呂麻島，

徳之島［黒田･菊池,魚住･山本･品川（丹発山)，行田（天城岳)］

28.エダヒダノミギセルDjceF醜opty"cZqdopry"(Pilsbry,1905)

徳之島［黒田･菊池，湊（井之川岳)，魚住･山本･品川（三京)，行田（天城岳)］

29．ヒルグチギセルLzJcJz叩加e伽sα〃estot加邸77z(z(Pilsbry,1901)奄美大島，

徳之島［黒田･菊池,湊（天城岳,井之川岳)，魚住･山本･品川（丹発山)，行田（井之川岳)］

30．オオシマギセルLuc九叩加e血saos〃伽ae(Pilsbry,1901)奄美大島，徳之島［黒田・

菊池,湊(天城岳,井之川岳)，魚住･山本･品川(天城岳)，行田(井之川岳，天城岳，犬田布岳)］

31．ザレギセルLuc九叩加e血scz77z"qm"q(Pilsbry,1901)

奄美大島，徳之島［行田（井之川岳)］

32．トクノシマギセルLuc加加e血sq"zj77zqto加九OS九伽α"a(Pilsbry,1905)

徳之島［湊（天城岳)，魚住･山本･品川（天城岳)，行田（井之川岳)］
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33．トクネニヤダマシギセルP/2αe血sα〃emOPSjscczzLda虹sMinato,1981

徳之島［多田（井之川岳)，魚住･山本･品川（丹発山)］

クチキレガイ科

34．オカチョウジガイA"opeqscja皿""z"γz/eyoroe7zse(Pilsbry&Hirase,1904)

北海道，本州，四国，九州，喜界島，奄美大島，徳之島［黒田･菊池]，沖縄

35．トクサオカチヨウジガイA"opeczsjczu("cz"7z(Reeve,1849)

本州（近畿，中国)，四国，九州，奄美大島，徳之島［魚住（亀津)］，沖永良部島，沖縄

35．ホソオカチョウジガイA"opeqspyrgzJJcz(Schmacker&Boettger,1891)

本州，四国，九州，奄美大島，徳之島［黒田･菊池]，沖永良部島，与論島，沖縄

36．シリブトオカチョウジガイA"Opeqsmqz"'､"c"zI"7zobesiSpir,q(Pilsbry&Hirase,1W4)

奄美大島，徳之島［黒田･菊池,魚住･山本･品川（天城岳)]，沖永良部島，沖縄

アフリカマイマイ科

37．アフリカマイマイAc加tma("ssqc加亡mα)""cqBowdich,1822

小笠原，奄美大島，加計呂麻島，徳之島［全域]，与論島，沖縄

タワラガイ科

38．ソメワケダワラガイ肋doe""eq6ZcoZo7､.(Hutton,1834)

小笠原，九州（鹿児島市)，奄美大島，徳之島［黒田･菊池,行田（下久志)］，沖縄

ナメクジ科

39．ナメクジMeg/z伽at”γzMm“伽γz(Benson,1842)

北海道，本州，四国，九州，奄美諸島，沖縄

40.ヤマナメクジMeg九伽at肋γzかzL/zsto旅死(Collinge,1901)

本州，四国，九州，奄美大島，徳之島［行田（天城岳)]，沖永良部島

アシヒダナメクジ科

41.アシヒダナメクジLczeUjca城sα"e(Ferussac,1821)

奄美大島，徳之島［伊仙]，沖永良部島，沖縄

ベッコウマイマイ科

42．グウドベッコウ肋舵/7zqS"qgudei(Pilsbry,1901)奄美大島，

徳之島［黒田･菊池,魚住･山本･品川（丹発山,天城岳)，行田（井之川岳,犬田布岳)]，沖縄

43.ベツコウマイマイBele/eoc〃α"Zyspe戒αg"s(Pilsbry,1901)

奄美大島，徳之島［黒田･菊池,行田（犬田布岳，井之川岳)]，沖縄（国頭）

44．トクノシマベッコウMppo"oc〃α"lysszJbel航α畝s(PilSbry&Hirase,1904)

徳之島［総目録]，久米島

カサマイマイ科

45．タカカサマイマイVZde7zo〃αgo"賊α"a(Pilsbry,1901)

大隅諸島，奄美大島，加計呂麻島，徳之島［魚住･山本･品川（天城岳)]，沖永良部島

46．オオカサマイマイVide"o〃α加沌o〃ﾌ伽jq(Pfeiffer,1854)九州（鹿児島),奄美大島，

加計呂麻島，徳之島［黒田･菊池，湊（天城岳)，行田（犬田布岳)]，沖永良部島，沖縄

ナンバンマイマイ科

47．チリメンマイマイScztsI"γzcz(S上"SZ"7Zα〃昭osczKuroda&Minato,1981

徳之島［黒田･菊池,湊(天城岳,井之川岳,山),魚住･山本･品川(伊仙),行田(金見,井之川岳)］
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48．オオシママイマイS上ZtSZ"γza(Stztsz"γzq)Je"si"e"s"(Smith,1878)

口永良部島，トカラ，奄美大島，加計呂麻島，

徳之島［黒田･菊池,湊（天城岳)，魚住･山本･品川（糸木名)，行田（犬田布岳)］

49．トクノシマヤマタカマイマイSarsz"7zcz(LzJc加加dm)to伽"os/z伽α"α

(Pilsbry&Hirase,1904)徳之島［魚住･山本･品川（亀津,糸木名),行田（井之川岳)]

50.トクノシマヤマタカマイマイ近似種S上ZtSZ"γZCZ(LzJC加加dﾉパα)sp.徳之島［行田(犬田布岳)]

51．トクノシマビロウドマイマイMppo7zocIzIorMso6scz"､zJs(Pilsbry&Hirase,1904)

徳之島［重田（糸木名)，行田（犬田布岳)］

52．トクノシマケハダシワクチマイマイMoe"e"doｱ方Z(z(TYic/ze")to加凡oe"sis

Pilsbry&Hirase,1905徳之島［黒田･菊池,湊（天城岳,井之川岳),

魚住･山本･品川（丹発山)，行田（井之川岳,犬田布岳)］

オナジマイマイ科

53.マメヒロベソマイマイAegism(Aegism)"凡加α(Pilsbry,1902)

奄美大島，請島，徳之島［黒田･菊池,魚住･山本･品川（亀津)］

54．トクノシマオオベソマイマイAegis"(Aeg航α)s9zjα〃OSqtO伽"os/z伽α"α

(Pilsbry&Hirase,1904)徳之島［黒田･菊池,湊（天城岳),魚住･山本･品川（亀津)]

55．トクノシマケマイマイAegism(Hecro"Opis)蹴邸s虹e7zsisto伽"oUagα

(Pilsbry&Hirase,1905)徳之島［黒田･菊池,湊（天城岳),

魚住･山本･品川（糸木名)，行田（天城岳,犬田布岳)］

56．ミドリマイマイT"s/zOp脱α〃娩刀sPilsbry&Hirase,1904

喜界島，奄美大島，請島，徳之島［行田（井之川岳)］

57.パンダナマイマイB7'､ady6""αc"czLIzLsc"c邸虹s(Pfeiffer,1846)

九州（南部)，喜界島，奄美大島，徳之島［行田(金見)]，沖永良部島，与論島，沖縄

58．タメトモマイマイP/zaeo舵""p伽eogγα疵、αp加eo〃α加"zq(Ancey,1888)喜界島，

奄美大島，加計呂麻島，徳之島［黒田･菊池,湊（山)，魚住（松原)，行田（天城岳)]ゥ沖縄

59．オキナワウスカワマイマイAczJstqdeSpecmaeSpectq(Sowerby,1839)

奄美大島，徳之島［黒田･菊池,湊（山)，行田（天城岳)]，沖永良部島，与論島，沖縄

アマオブネ科

60．イシマキガイα虻加〃戸e"QpjcMs(Martens,1879)

本州，四国，九州，奄美大島，徳之島［行田（亀徳川)]，沖縄，東南アジア

61．カノコガイajt加九souﾉ〃bi"邸s(R6cluz,1842)

本州，四国，九州，奄美大島，徳之島［行田（下久志)]，沖永良部島，沖縄，マレーシア

フネアマガイ科

62．フネアマガイSepra死a(Sepm流α)por℃e"α"a(Linnaeus,1758)

本州（静岡)，奄美大島，徳之島［行田（亀徳川)]，沖縄，インド・太平洋

卜ウガタカワニナ科

63．トウガタカワニナT/zja戸a(Horjopsis)scα〃a(Muller,1774)

奄美大島，徳之島［行田（金見,秋利神川河口)]，沖永良部島，沖縄，インド・太平洋

カワニナ科

64．カワニナSe"szJJcoSP"α肋e沌加α(Gould,1859)
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北海道，本州，四国，九州，奄美大島，請島，徳之島［行田（三京)]，沖永良部島，沖縄

カワコザラ科

65．カワコザラLaeuqpe%'"ppoIzZcQ(Kuroda,1947)

北海道，本州，四国，九州，奄美大島，請島，徳之島［行田（鹿浦川)］
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S徳之島の甲殻類

(1)はじめに

徳之島は北緯27度50分から40分の比較的低緯度に位置する｡西側を流れる黒潮海流の影響も受

け，熱帯的気候に非常に似た気象条件下にある島である｡現在までにMinei(1973),諸喜田(1975,

1979),ShokitaandNishijima(1976)らによって，奄美大島の調査と平行して，本島の陸水産

甲殻類の調査が行われた。その後,Suzukietal(1993)や鈴木・佐藤(1994)が鹿児島県の陸

水産コエビ類の分布をまとめたが，徳之島の甲殻類相を直接は調査していない。したがって，過

去20年近く，本島における陸水産甲殻類に関する調査はされていないことになる。

20年の間に本島のいろいろなところで治水工事，畑潅工事などが施され，陸水域が多少なりと

も変貌し，ここに生息する甲殻類相にも影響が出ていると考えられる。また，本島の生物相の今

後の変化を知るためにも，陸水産甲殻類相の現状を記録しておく必要がある。そこで，本調査は

徳之島の陸水域における甲殻類相を明らかにする目的で行った。

(2)調査方法

調査は1995年8月8日から8月12日に徳之島東側の亀徳川および西側の秋利神川で行った。亀

徳川には5定点(TS-1からTS-4およびSS-D)を，秋利神川には4定点(SS-AからSS-C)を設

定し（図-1),TS-1からTS-4ではトラップ，叉手網，タモ網を用い,SS-AからSS-Dでは叉手

簿議燕簔

蕊
職…

蕊
蕊 蕊

図－1調査河川および調査地点

－153－



網とタモ網を用いて採集した。トラップはおもに提灯網を使い，餌にはイワシを用いて一晩設置

しておいた。

(3)調査地点の概要

SS-CおよびSS-Dは秋利神川と亀徳川の河口域にあたり，海水の影響を受ける汽水域である

(写真-1,2)。川床は砂泥底に転石が点在する。SS-Cの周辺は公園整備が進みきれいに整地さ

れている。SS-Dは新橋の建設中で海水の進入および河川水の流出が仮設の土手で制御されてい

た。そのためか，川床にはラン藻類が繁茂していた。TS-1は小学校の裏の下流域で，塩堰堤が

造られていた（写真－3)。感潮域の最上部と思われ，川床も転石や礫でしめられていた｡SS-Bと

TS-2は中流域で（写真-4,5),波立つ瀬と比較的大きな淵があった。SS-Bは地域住民の水

篝篝篝
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篝蕊篝議
(秋利神川）の概観 2定点SS-D(亀徳川）の概観写真 写真
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3定点TS-1(亀徳川）の概観 写真－4定点SS-B(秋利神川）の概観写真

写真－6定点SS-A(秋利神川）の概観写真－5定点TS-2(亀徳川）の概観
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遊び場ともなっており，調査時にも子どもがヒラテテナガエビを採集していた。TS-

2は支流と本流の合流地点であった。SS-A,SS-A',およびTS-4は上流域で（写真-6,7,8),

川幅は狭く流れも速く，瀬は小さな落ち込みとなっていた。特にSS-A'は渓流部の様相を示して

いた。また,TS-3は神嶺ダムによって造られたダム湖に設定した（写真-9)。

写真－7定点SS-A'(秋利神川）の概観

芝

写真－9定点TS-3(亀徳川,神嶺ダム)の概観

(4)調査結果

写真－8定点TS-4.(亀徳川）の概観

写真 10タイワンヒライソモドキ

今回の調査で採集された陸水産甲殻類は，6科12属19種で（表-1),従来報告されていた種

に加え，生物地理学的に興味ある種も採集された。

河口から下流域(SS-C,SS-D,TS-l)に出現する甲殻類の種は豊富で多様性に富み，ミゾレ

ヌマエビ，ヒメヌマエビ，スジエビモドキ，ミナミテナガエビ，ヒラテテナガエビ，モクズガニ，

アカイソガニ，タイワンヒライソモドキ，カワスナガニ，ツノメチゴガニ，イワガニ科の仲間の

11種が出現した。多くの種が小形の種であった｡両河川の河口の転石の間で採集されたタイワ

ンヒライソモドキ（写真-10)は，甲らがヒライソガニのように平た<,ハサミの外側にはケフ

サイソガニのような毛の房があるのが特徴で，従来は与論島までしか採集の報告がなかった種で

ある。しかしながら，今回の調査により本種の北限が徳之島まで引き上げられることになった。

また，亀徳川河口の干潟に巣穴を作って生息するツノメチゴガニも奄美地区が北限と考えられる。

ミナミテナガエビとヒラテテナガエビの2種は河口域から中．上流域までの広い流域に分布し

ていた。しかし出現する個体のサイズには流域により差が見られ，河口や下流域では大型の個体

に混じって甲長10mm以下の小型個体が生息し，上流に行くにしたがい大型個体だけが出現した。
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表－1出現種および出現地点

出現地点
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また，｜司じ流域でも瀬の部分には比較的小型の個体が生息し，淵の部分には比較的大型の個体が

生息するようである。また，ミナミテナガエビの抱卵雌（卵を腹に抱いた雌のこと）は河口域

(SS-C)で採集され，ヒラテテナガエビの抱卵雌は中流域(TS-2)で採集された。これらのこ

とを考盧すると，淡水域で成熟した雌は淡水域で産卵抱卵し，ある程度まで卵内発生が進んでか

ら抱卵雌は河口域まで移動し，そこで幼生を放出すると考えられる。ところで，この2種のみが

神嶺ダム湖で採集されたことは特筆に値する（ヒラテテナガエビはダムのさらに上流の地点TS-

4でも採集された)。今回の調査で採集されたのは，数年生きたと思われる大型の個体のみであっ

た。本2種は両側回遊種で，子どもは海で発育する。したがってダム湖あるいはダムより上流に

生息するためにはダムを越えなければならず，本2種の今後の生息状況にダムが影響することは

必至で，今後とも随時生息調査をする必要があろう。

ヌマエビ，トゲナシヌマエビ，ヤマトヌマエビおよびコンジンテナガエビの4種は中・上流域

に出現し，この出現状況は鹿児島県本土や他の地域における出現状況とほぼ同じであった。コン

ジンテナガエビでは抱卵雌も採集されたが（口絵参照)，各雌の抱いている卵の発達状態は異なっ

ており産卵されて間もないオレンジ色と，孵化間近のグレー色が観察された。ミナミテナガエビ

やヒラテテナガエビと同様，淡水域で卵内発生をすすめ孵化直前になると幼生放出のために河口
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に下ると思われる。

サワガニ類3種は中・上流域に出現した。川

岸あるいは渓流域の石の下やときには巣穴を掘っ

て生息していた（写真-11)。リュウキユウサ

ワガニとアマミミナミサワガニは秋利神川の上

流・渓流域にのみ出現したが，サカモトサワガ

二は亀徳川の中流域にも出現した。しかしなが

ら亀徳川における生息数は秋利神川における生

息数よりもはるかに多く，両河川におけるサカ
写真－11サカモトサワガ二の巣穴入口モトサワガニの生息数には差が認められた。こ

れは，河川あるいは水系によりサワガニ類相が異なっていること，あるいはサワガニ類が異なっ

た流程分布をしていることを示唆していると考えられる。今後，より詳細な調査が必要と思われ

る、

(5)まとめ

今回の調査では6科15属19種の陸水産甲殻類が出現した。広い流域に生息する種では小型の個

体ほど下流にすむ傾向が見られた。また，亀徳川と秋利神川のサワガニ類相は異なることも示唆

された。従来報告されていなかった，タイワンヒライソモドキが両河川の河口から採集された。
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g徳之島の地形

(1)海岸

徳之島は奄美大島と沖永良部島の問にある高島タイプの島（図－1）で，面積は248k'iあり奄

美大島についで大きな島である。属島と呼ぶべき島は無いが，しいてあげれば徳之島の北東に位

置するトンバラがそれに相当する。

徳之島の概形は，北部がやや狭く南部が広いトックリ型をしており，海岸線は比較的平滑であ

まり出入りは見られない。湾というべきものは北部の山（さん）湾，平士野（へとの）湾，それ

に中部の亀徳湾程度であり，港として利用されている。

海岸の地形を

さらに細かく見

ると，伊仙町阿

三付近から犬田

布，天城町西阿

木名，兼久にか

けての南西～西

海岸では，高さ

数十mの海食崖

が続いている

(写真-1)。と

くに犬田布から

兼久にかけての

西海岸は急崖が

顕著で，サンゴ

礁の裾礁はあま

り発達していな

い。これは徳之

島では冬季の季

節風が強く，波

の営力により海

岸が削られる度

合いが大きいた

めである。同じ

西海岸でも北部

の平士野から岡

前～与名間にか

けては，裾礁の

発達するなだら

かな海岸線となっ 図一1徳之島の地形概略
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写真－ 1海 食崖 写真－2裾礁

ている。北海岸の手々，山にかけては山地が海岸近くまで迫っているが，海岸そのものはなだら

かで裾礁が見られる。金見から手々にかけての海岸沿いには，貧弱ながらも低く細長い砂丘が連

なっている。

東海岸の北側部分は山地が海岸付近まで迫っているが，南部では段丘地形が広がり，徳之島町

久志から亀徳にかけてはなだらかな地形となり，裾礁が発達する（写真－2）。亀徳から亀津に

かけては亀徳川，山田川が流れており，それにより段丘が削剥され深い浸食谷が入っている。こ

の付近では段丘の末端は切り立った崖となっており，そこから海側へは比較的広い裾礁が連なっ

ている。亀津から南原，伊仙町喜念にかけても段丘の末端は急な崖となっており，とくに南原付

近では未固結の段丘堆積物が浸食され，高さ20～30mの急崖をつくっている。

喜念付近から伊仙町面縄，伊仙，阿三にかけては，隆起サンゴ礁のつくる段丘地形が広がって

おり，海側へゆるやかに傾斜した地形が続いている。喜念や面縄では砂丘が発達しているが，そ

れ以外の場所では隆起サンゴ礁が直接海水に洗われている。とくに伊仙崎付近では植生の被覆が

少なく，隆起サンゴ礁が著しい溶食作用を受け，礁原に近い幅数～十数m部分はトゲトケした鋸

歯状の牙立った地形となっている。この付近から内陸側にかけては，大小様々な溶食池が形成さ

れている（写真－3)。また，波の強い部分では波食作用を受け，平坦な面（サーフベンチ）が

形成されている。

(2)段丘

徳之島の中～北部にかけては深い山が連な

っているが，南部の伊仙町付近はなだらかな

地形が続いており，数段に区分される段丘地

形が発達している。中～北部では山脚のごく

狭い範囲に段丘地形が見られる。中部の井之

川付近から南部の伊仙町にかけては，段丘地

形はなだらかで弧を描くように海側へ張り出

し，末端部分では石灰岩の崖が連なっている。

これらの石灰岩には所々で鍾乳洞やドリーネ

がつくられたり，ゆるやかな傾斜の場合は海
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側へ下がる無数の小谷が発達している。

徳之島の段丘は中川ら(1964)により，糸木名面・木之香面・亀津面の3段に区分されたが，

町田(1969)は，上位から白井面・糸木名面・木之香面・亀津面・目手久面・低位段丘面の6段

に区分している。

白井面は標高270m～200m付近に分布する面で，犬田布岳・剥岳などの中腹の丘陵の背後にわ

ずかに分布する。白井集落付近でとくに良く発達しているが，赤いラテライト質の土壌に覆われ，

その下には基盤岩が露出することが多い。

糸木名面は標高200m～150mの高さに分布し，南部の糸木名から中央部の馬根・中山・尾母付

近の広い範囲に，平坦な面をつくっている。堆積物は場所により異なり，内陸側では厚い砂・礫

層でその上に薄く石灰岩が乗るが，海側では徐々に石灰岩が厚くなり十数mに達する。石灰岩に

覆われた面は海側へゆるく傾斜する平坦面が残されているが，砂礫層の発達する内陸側では侵食

されて広い谷ができ，丘陵状の地形となっている。糸木名面は高位段丘に相当する。

木之香面は標高140m～70m付近に分布する面で，標高100m前後にある顕著な崖により，さら

に上下2段に区分されている。上位面は標高140m前後に広がるが，平坦面はわずかに木之香付

近の石灰岩地帯にあるのみで，その他の地点では砂礫層が侵食され丘陵状の地形となっている。

下位面は標高100m～70m付近にあり，木之香から東方の喜念付近まで同心円状に分布している。

木之香面は中位段丘に相当する。

亀津面の分布高度は70m以下で，ほとんど全島を取り囲むように分布する。その上位の糸木名

面や木之香面とは侵食の程度が異なり，ほとんど侵食されておらず平坦で堆積原面をよく保存し

ている。下部は砂礫層であるが，上部は石灰岩が卓越している。亀津面の中には旧礁原の高まり

や礁湖の地形が残されていたが，現在では畑地の整備が進み，それらはほとんど見ることができ

ない。亀津面は低位段丘に相当する。

以上の他に目手久面や低位段丘群があるが，それらは伊仙町南部ではっきりしており，サンゴ

礁外縁部の高まりがよく保存されており，｜可心円状に細長く分布している。また，阿権や喜念付

近には完新世の高海水面期につくられた面が，標高2m以下の高さに残されている。

(3)山地

徳之島は高島タイプの島であり，標高644.8mの井之川岳をはじめ，天城岳，三方通岳，美名田

山，犬田布岳など，標高400m以上の多くの山が見られる。ところでこれらの山々は，天城岳．

三方通岳を中心とする山地,井之川岳を中心と;蟹＝ゞ ざ〈と

写真－4井之川岳
の剥岳から構成されている。井之川岳は南北に
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図－2縦断曲線

なだらかな稜線を持つ山であるが，東西方向は浸食され深い谷が刻まれている。南部の犬、布岳

を中心とする山系は，徳之島の山地のなかではもっとも狭く，また標高も低くなだらかな山容と

なっている。稜線はおおよそ東西方向にのびており，この方向はとくになだらかとなっている。

徳之島の山地はいずれも樹木による被覆が著しいが，中部にはある剥岳はその名前のとおり，ゴ

ツゴツした岩石がむき出しになっている。

(4)河川

徳之島は山地が発達しており，奄美諸島の他の島々に比較し一般に河川が多いが，いずれも小

規模な河川であり，沖積平野というべき地形はほとんど見られず，深い谷を刻みながらそのまま

直接海に注いでいる。とくに西海岸では海食崖が発達しており，小河川の場合には浸食が海水面

の高さまで達しておらず，崖の中腹から滝となって注いでいるものもあり，このような場所では

隆起石灰岩の崖面に，つらら状になった鍾乳石がへばりついている（写真－5）。

灘
徳之島でもっとも長い河川は井之川岳山系に

源を発する秋利神川で，天城町内を蛇行しなが

ら西流し東シナ海に注いでいる。秋利神川上流

部の三京付近ではあまり蛇行せず，谷というほ

どのものは見られないが，中流から下流域にか

けては蛇行や浸食谷が顕著で，下流の秋利神付

近では深さ120mの垂直な崖をつくっている。

ついで長い河川は万田川で，天城岳山系と井之

川岳山系の間の地ll庚部分を流れ，ほぼ東流しな

がら花徳で太平洋側に注いでいる。万田川は河

川勾配がゆるやかで，むしろ河口付近で急となっ

ている。その他に本川，鹿浦川，面縄川，亀徳
写真－5鍾乳石

川，港川など数kmの長さの河川がある。

（執筆者成尾英仁）
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10徳之島の地質

(1)地質概説

徳之島の地層は島の中央山地部に中生代に堆積したと考えられる尾母層・秋利神川層・手々層・

与名間層が分布し，それを賞いて-占第三紀の花崗岩類がおもに島の北半部にひろがっている。第四

紀更新世に堆積した琉球層群は島の周辺部をとりまいており，とくに南西部に広く分布している。

11』

石 相地質時代｜地層名｜層厚

石j火岩・砂・礫・粘土現 1 l l

(不整合）

50～60m

(不整合）

20～40m

(不整合）

150m+

(不整合）

1000m

(断層）

2000m

(断層）

3000m

(断層）

3000m

琉|亀津層 石1火岩・砂岩・礫岩・シルト岩

球
層
群

更新｜｣I
I’一巳？→

水之杳居 石)火岩・砂岩・礫岩

糸水名層 石灰岩･砂岩･礫岩･シルト岩･リグナイト

与名間層 砂岩・礫質砂岩・チャート

手々層 砂岩（粘板岩をはさむ）

中生代？

秋利神川層 砂岩・粘板岩万層

尾母層 粘板岩・凝灰岩互居・輝緑岩

図一1徳之島の標準柱状図（木崎・1985）

(2)基盤の地質

①尾母層

徳之島南部の尾母を模式地として，東岸の母

間と西岸の犬田布崎を結ぶ線より南東側に分布

する。岩相は頁岩と凝灰岩の互層を主とし，緑

色岩類をともなう。一般にN10。～20｡Eの走向

をもち，西方に30｡～70.傾斜する。

亀津の南方の海岸では，破断された砂岩頁岩

互層が観察できる。黒色で剥離性が強い頁岩中

に中粒の砂岩が長径数cm～数10cmのレンズ状岩

塊として産する（写真－1）。

亀津～母間にかけては主に緑色岩類が分布し，写真一，破断された砂岩頁岩互層（亀津南方）
井ノ川の県道沿いでは長径50cm～1m程度の横

ながの暗緑色をした岩石が枕を積み重ねたような状態で観察できる（口絵lOP)。これは，枕状

溶岩といわれ，玄武岩が海底で噴出したことを示している。また，母間の本崎では，頁岩と淡緑
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色をした凝灰岩の互層が観察され，走向N10｡E,傾斜65｡Wを示す。これらの緑色岩類の縁辺部

には含銅硫化鉄鉱床があり，かつて松原北方や母間．下久志付近などで採掘されたことがある。

尾母層は変成作用をうけて絹雲母・アクチノ閃石・緑れん石などの変成鉱物がみられ，千枚岩な

いし片岩状になっているところが少なくない。

層厚は3000m以上と見積もられている。

②秋利神川層

天城町瀬滝・西阿木名間の秋利神川沿岸を模式地とし，瀬滝東方一帯とその西方海岸，および

東海岸の花徳．山間の地域に分布する。岩相は頁岩と砂岩の互層を主とし，一般にN10｡～30｡E

の走向をもち，西方に30°～60.傾斜する。

秋利神川河u(地肌(①）では数cm単位の黒色頁岩と暗灰色砂岩の互層が観察できる（写真-2)。

花崗岩による接触変成作用を受けホルンフェルス化し，黒雲母．菫青石を生じているところもあ

る。また，この地域では凝灰岩の薄層をひんぱんに挟むのが特徴である（地点④)。秋利神川以

'判の海岸付近では，秋利神川層の頁岩の上位に琉球層群の石灰岩が不整合に覆っているのがみら

れ（地点②)，その境より湧水が出ている。地点③では基盤岩類の走向に斜交する東西方向にII'R

6mのアプライトの貫入がみられる。

束海岸に分布する秋利神川層は山集落の入口の砕石場（地点⑤）で観察できる。ここでは,10

~20cm単位に成層した頁岩主体の岩相を示し，凝灰質な部分もある。秋利神川沿岸に比べて砂岩

が少ないのが特徴である。走向N30｡W,傾斜40｡Sを示す。

層厚は約3000mに達する。

、’』

N譲一

I

図’ 3秋利神川付近の露頭位置
（国土地理院5万分の1地形図｢亀津｣使用）

蕊蕊蕊蕊蕊霧議蕊:鍵蕊瀧灘
写真－2ホルンフェルス化した砂岩頁岩互層

（秋利神）

③手々層

徳之島北端の手々付近を模式地とし，金見崎から天城岳周辺地域と馬鞍岳西麓地域に分布する。

岩相は砂岩を主とし頁岩を含む。一般にN10｡～20｡Eの走向をもち，西方に40｡～70.傾斜する。

山集落から天城岳へ通じる林道沿い（地点⑥）では黒色の頁岩中に長径数cm～数mの角礫状の

砂岩ブロックがとりこまれているのがみられる（写真－3)。また，地点⑦では凝灰質頁岩が露

出し，風化部では灰白色を呈している。金見・手々間の県道沿いの砕石場（地点③）では，灰白

色の中粒～粗粒の砂岩が露出し，級化層理も認められる。手々の海岸（地点⑨）では，走向南北，

傾斜70｡Wの頁岩中に幅約1mの花崗岩が,N30｡W方向に貫入しているのがみられ（写真-4),
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周辺の頁岩はホルンフェルス化し，黒雲母を生じている‘

層厚は2000m以上におよぶ。

写真－3頁岩中にみられる砂岩ブロック(山）写真－4手々層を貫く花崗岩体（手々）

④与名間層

徳之島北西部の与名間南方を模式地とし，与名間．松原間にだけ分布する。無層理の礫質砂岩．

砂岩を主とし，冑灰色ないし暗灰色を呈するが，ときに珪化して青白色を呈するところもある。

与名間崎（地点⑪）では，暗灰色をした塊状の中粒砂岩がみられる。また，地点⑮では淡灰色

をした石英質砂岩がみられ，その中に直径5mm程度の円礫を多く含む部分がレンズ状にみられる。

層厚は1000m前後と思われる。

与名間海岸（地点⑫～⑭）は与名間層分布域

ではあるが，珪質頁岩を主とし，チャート，緑

色岩をともない，尾母層に類似する地層が分布

している。一般にN20｡～50｡Eの走向をもち，

西方へ50｡～70｡傾斜する。地点⑫では，単層

が5cm前後の成層したチャートがみられる（口

絵lOP)。淡緑色～灰色を呈し，上位では頁岩

との細互層となり，さらに頁岩優勢の互層とな

る。地点⑬では暗緑色をした塊状で凝灰質の緑

色岩があり（写真－5），地点⑭では灰白色を；
写真－5凝灰質の緑色岩体（与名間）

した板状の凝灰質頁岩がみられる。

これらの基盤岩類からは化石が発見されていないため，地質時代は未詳であるが，従来古生界

とされてきた。しかし，沖縄島本部半島や奄美大島の基盤岩類が中生代に形成されたオリストス

トロームであることより，これらの各層の時代については再検討の必要がある。

⑤火成岩類

基盤岩類を貫く火成岩類としては，花崗岩・ひん岩・石英斑岩・流紋岩・アプライト．蛇紋岩

がある。

花崗岩はおもに島の北部に広く分布し，岩質はアダメロ岩．花崗閃緑岩．モンゾ閃緑岩．斑れ

い岩からなる。与名間北方のムシロ瀬（地点⑩）に分布する花崗岩体は淡灰色～優白色を呈し，

中粒で主な鉱物は斜長石・石英・カリ長石・黒雲母・普通角閃石である。節理面がN20｡W,10｡
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N方向に50cm～1m間隔,N70｡W,80｡S方向に約lm間隔,N15｡W,80｡S方向にl～2mH

隔で発達し，ブロック状になっている（写真－6)。轟木北方約1kmの地点で採集した花崗岩の

K-Ar年代は61Ma(河野・植田,1966),その北方の岩体では59Ma(加藤，未発表）で，とも

に後期暁新世を示す。

蛇紋岩は井之川岳北西方と剥岳東麓にみられ，断層に沿って分布している。著しく圧砕され，

周囲の岩層中にもみこまれているところもある。剥岳南斜面の道路脇にみられる蛇紋岩は暗緑色

の部分と滑石質の淡緑色の部分が互層状になっている（写真－7)。また，その南方では，尾母

層の頁岩とN50｡W,28｡Sの境界面をもって比較的明瞭に接しているのが観察できる。

図－4徳之島北部の露頭位置図（国土地理院5万分の1地形図「山」使用）

写真 6花崗岩にみられる節理(ムシロ瀬） 写真－7蛇紋岩(剥岳）
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(3)第四系（琉球層群）

①第四系の概説

琉球列島では，新第三紀中新世後期から第四紀更新世初期にかけて，島尻海進または島尻海侵

と呼ばれる大規模な海進があった。この海進による堆積物は喜界島に早町層として堆積している

が，徳之島においては認められない。島尻海進の後，琉球列島は隆起に転じ，陸域の拡大が見ら

れたが，この地殻変動は「島尻変動」と呼ばれ，約170万年前から数10万年前まで続いた。島尻

変動の原因は，沖縄トラフの拡大によるとされ，それにより北西=南島方向の断層系が形成され

ている。

島尻変動の後，琉球列島の広い範囲で海進が起こったが，これにより出現した海を「琉球サン

ゴ海」と呼んでいる。この海には礁性堆積物を主とする琉球層群が堆積したが，サンゴ礁の形成

された理由として，沖縄トラフの拡大・深海化により，大陸からの土砂がそこにトラップされ，

琉球列島付近に清澄な海が広がったため，さらに黒潮の流入があったためとされている。琉球層

群は喜界島・徳之島・沖永良部島・与論島では厚く堆積し，奄美大島では北部の笠利半島付近に

わずかに堆積している。一般に砂礫層およびその間もしくは上にのる礁性石灰岩からなり，各地

で段丘を構成する堆積物となっている。

②徳之島の琉球層群

徳之島の琉球層群は中川らにより下位から，糸木名層，木之香層，亀津層に区分されており，

それぞれ段丘に対応している（図－1）。

ア．糸木名層

標高200～150mの高さに

分布する地層である。馬根

からに八重竿・白井にかけ

ての道路沿いでは，礫岩・

砂岩・シルト岩，および亜

炭層を挟む砂・シルト層が

堆積する。糸木名から崎原・

小島にかけては，これらの

非石灰岩質の地層は薄くな

り，かわりにサンゴ・石灰

藻・軟体動物・有孔虫の化

石を含むサンゴ石灰岩が発

達する。

馬根では糸木名層の基底

部が観察されるが，ここで

は基盤岩起源の人頭大以下

の円礫層が厚く堆積し，上

方および側方へ砂層や中粒

～細粒の礫層に移行する

ー老旬

｜
｜
｜
皿
死

認

鬘皇噌

鴬
平

』

細拶

海

、

伊仙崎

図一1徳之島の第四系（●印は写真位置）
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写真－8糸木名層の礫（ダム建設現場） 写真－9ヨウキ洞穴

(写真－8）。馬根から中山に至る道路沿いでは砂層からシルト層までの地層が観察され，一部に

はllli炭の薄層がポケット状に挟まれる。シルト層は青灰色を帯び，内湾性の還元的環境で堆積し

たと推定される。

また，白井付近では厚い砂層の上に7～8mの厚さの礫層が堆積しているが，この礫層にはレ

ンズ状に砂が挟まり，側方へは砂層に移行していくのが観察される。また，その地点の西側では

厚さ数十cm～1mで，礫層と砂層が交互に繰り返す。

糸木名から崎原・小島にかけては石灰岩が厚く堆積するが，石灰岩は灰白色から黄白色を帯び

一般に多孔質であるが，場所によっては再結晶し長さ1m,径50cmにも達する巨大な方解石結晶

塊をつくる部分もある。この地域の石灰岩は有孔虫やサンゴを含みよく成層するが，所々に割れ

目（フイッシヤ）が発達し，トラバーチンが充填する。小島西方の海食崖では，標高約70mの高

さにフイッシャーがあし)，その中からリュウキュウジ力の化石が発見されている。糸木名層の石

l火岩には各所でドリーネ・鍾乳洞が発達し，縄文人などに利用された（写真－9）。

イ．木之香層

伊仙町北西部の木之香を模式地とする地層で,70m～150mの間に糸木名層と亀津層に挟まれ

るように細長く分布する。また，やや離れて天城町三京や井之川，母間付近にも分布する。一般

に化石に乏しい砂層，礫層，有孔虫化石や石灰藻を含む石灰岩からなり，石灰岩質岩石の厚さは

20m～40mである。

三京付近に部分的に堆積する木之香層は，礫層・砂層・青灰色シルト層からなり，場所によっ

ては20．内外で傾いていることもあるが，一般的にはほぼ水平に堆積している（写真-10)。こ

このシルト層や砂層には植物化石が含まれていることがあり，場所によっては亜炭の薄い層を挟

んでいる。そのような場所では植物化石は炭化しており，リュウキュウマツの球果や樹枝の化石

が認められる（口絵写真)。

ウ．亀津層

亀津層は徳之島町亀津から伊仙町境界付近にかけて分布する地層で，ほぼ全島にわたって海岸

を取り巻くように分布する。分布高度は70m以下で亀津面を構成しており，層厚は最大50～60m

で，一般に下部が非石灰岩質の堆積物，その上が石灰岩となっている。また，各堆積物はほぼ平

行に堆積しているが，海側へゆるく傾斜している。
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11クロスラミナ（亀津）写真写真-10木之香層（三京）

亀津層は新しいため保存が良く各地で

良好な露頭があり，亀津市街地の端は亀

津面の段丘崖により境され，侵食された

亀津層が露出する。図－2に示されるよ

うに，ここでは成層構造を持つルーズな

砂礫層の上に固結した礫層が乗り，さら

にその上を厚さ3m～4mの石灰岩が覆

う。最上部には黄色のルーズな成層砂層

が堆積する。礫層は下部が小さく，上部

になるにつれ大きくなる逆級化構造を持

ち，全層厚は15m以上ある。石灰岩直下

の礫はとくに大きく，最大1mに達する

ものもある。いずれの礫も円摩され丸く

なっている。また，礫の種類は基盤の岩

石を反映し，砂岩・塩基性岩．頁岩など

で，まれに石灰岩片が混じる。中部付近
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未固拮農届成届檎造のある円礫屑

未固結礫層中曝以下の円磯刷

で ，まれに石灰岩片が混じる。中部付近図－2亀津での亀津層

にある礫層のマトリックスは，灰質の砂で充填され硬〈固結する。この露頭から北東へ向かうに

つれ礫層は徐々に砂層に変化し，トラフ型のクロスラミナの発達する未固結砂層となる（写真-

11)。その上には多孔質の石灰岩が薄く堆積するようになる。

亀津層は亀津市街地から南へも良く発達し，南原から本川にかけては未固結の砂層が20m～30

mの厚さで堆積し，その上に石灰岩が堆積している。南原の河口付近の崖では図－3のようであ

り，下部の砂層はクロスラミナが著しい（写真-12)。砂層は未固結であり，鶏卵大以下の円礫

を頻繁に含む。ここでは石灰岩層が2層認められ，下位の石灰岩は石灰質砂層に変化する。本川

付近でもクロスラミナの発達した砂層が厚く堆積し，その上には平行な葉理を持つ未固結砂と小

礫の層が交互に堆積する。この層の下半分の約10mはやや石灰質で，その上に砂質の卓越する層

が約10mの厚さで堆積する。ここでは生痕化石が豊富に含まれている（写真-13)。また，所々

に細長いフイッシヤーがあり，方解石の結晶により充填される。なお，この露頭から数百m山側
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に行った道路脇の露頭では，黄

白色の中粒砂の中に幅1～3cm

で数mの高さの砂脈が多数見ら

れる。走向はN50｡W,N30｡E

などで，規則性は認められない。

亀津層にはときどき断層が入っ

ていることもあり，花徳の信号

付近の露頭では，礫層・砂層・

シルト層を切る落差約2mの断

層がある。礫は下方に引きづら

れ正断層と判断される。ここで

は植物化石が豊富に含まれる。

菫
石灰岩恩石灰藻～サンゴ石灰岩多孔日

１
－

，
‐

０
２
４

石灰質砂田平行葉理が発運側方では石灰岩に移行

石灰岩用ブロック状に堆繭

未固轄砂層中~粗粒砂層平行葉理が発達

三三三三三三ヨ
ニーーーーーーーーーーコ

篝
未固結砂囲斜交葉理が発連小硬を含む砂

図－3南原での亀津層

写真－13砂層中の生痕化石(本川）写真－12亀津層（南原）

(4)テフラ

徳之島の北部～中部にかけては2枚のテフラ

が堆積する。とくに北部の与名間・手々、金見

付近では厚く，全体の層厚はlm程度ある（写

真-14)。下位のテフラは粗粒の火山砂状火山

灰～火山礫質火山灰で，やや赤褐色を帯び風化

が著しく泥状になることもある。上下のローム

質土壌との境界は明瞭である。鉱物組成はフツ

ウ輝石・シソ輝石である。ローム質土壌を挟ん

でその上には，黄榿色をした軽石質火山灰層が

堆積する。下位層と'百1じょうに全体に風化が著

しく，泥状になっていることもある。軽石は発

泡が良くなく，最大で3cm～4cm程度である。 14火山灰層（与名間）写真
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鉱物組成はフツウ輝石・シソ輝石である。これらのテフラは南部の伊仙町では認められず，ま

た北側に位置する奄美大島でも見られないことから，噴出源は徳之島西方海上にある沖縄鳥島で

あると考えられる。なお，二つのテフラの間のローム質土壌には，特徴的にカクセン石が入って

いる。

伊仙町面縄には砂丘が発達するが，この砂丘の砂層の下位のローム質土壌の中には，ごくわず

かであるが火山ガラスが入っており，その形態的特徴からアカホヤ火山灰のものと推定される。

また，沖永良部島ではAT火山灰も確認されており，徳之島でも条件の良い場所には堆積してい

る可能性が高い。

徳之島の各所に小規模な砂丘があるが，これらの砂丘をつくる砂層の中には，しばしば軽石・

スコリアが入っている。軽石．スコリアの粒径は大小様々であるが，いずれも円摩されているこ

とから海流により遠方から運ばれてきたものである。
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